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論　　文　　の　　要　　旨
　草原に侵入する木本稚樹の生存と成長は草原群落内の徴環境，特に光条件によって制約される。本
論文は，わが国の代表的な草原群落であるススキ群落内における光の空間的分布及び時問的変動パ
ターソを詳細に測定するとともに，群落内の光強度や光班（s㎜f1eck）に対するコナラ稚樹の生理生
態的反応を実験的に調べ，群落内光環境の不均一性と稚樹の生存・成長との関係を論じたものである。
本論文は，以下の6章から成る。
　1）　ススキ群落におけるミクロサイトの光条件（1，2，3章）：著者は多数点における光合成有
効光量子密度（PPFD）を数秒間隔で測定・記録する測定システムを作成し，ススキ群落内部の
PPFDの空間的分布と時間的変化を詳細に調べた。群落内の種々の高さにおける水平面上のPPFDの
分布を測定した結果，光の分布は極めて不均一であり，ミクロサイト間で光条件の大きな差異が存在
した。水平面上のPPFDの分布のパターソは，散光条件下ではススキ群落のパッチ構造を反映してい
たが，直射条件下では極めて不規則な分布パターソを示した。ススキ群落内の水平面上でのPPFDの
頻度分布を種々の条件下で測定した結果，太陽高度および入射する直射光の割合が高いほど，またス
スキの草丈と密度が低いほど，PPFDとそのばらつきが増大した（1章）。
　PPFDの時間変動を把握するため，日変化，季節変化および光班動態の測定と分析を行った。群落
内PPFDの日変化を5秒間隔で測定した結果，その短期変動パターソは天侯により大きく異なり，曇
天日には群落外の光の変動パターソをそのまま反映していたが，晴天日には光班の存在により太陽高
度と風の影響を受げて大きく変動した（2章）。またススキ群落内部に20ケ所のミクロサイトを選び，
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地上15c理高のPPFDの季節変化を測定した。各ミクロサイトの日積算PPFDと光班の強さ・出現時問
は，6～7月以降，ススキの成長に伴い大きく減少した（3章）。これらの結果に基づき，著老は各ミ
クロサイトにおげる光利用可能性の簡単な指標としての相対光強度の有用性について論じている。
　2）　ススキ群落内のコナラ稚樹の成長（4，5，6章）：密度の異なる2つのススキ群落内と裸地
に1～6年生のコナラ稚樹を移植し，群落内光条件と稚樹の生存・成長との関係を調べた。コナラの
総乾重量および各器官の重量はいずれも実験区問で有意に異なり，コナラの物質生産は光条件により
かなり制約されることが分かった。また葉面積比，比葉面積および幹の乾重量当りの樹高は明るい群
落内ほど低下し，．光条件に応じた形態的な可塑性が認められた（4章）。またススキ群落内ミクロサイ
トの光条件とコナラ稚樹の生存・成長の関係を調べた結果，光条件のよいミクロサイトほどコナラ稚
樹の生存率が高く，乾重量の相対成長率も高い傾向が認められた。相対光強度が2．5％（10月の測定値
で）以下の光条件では相対成長率がマイナスになることがわかった（5章）。また，コナラ稚樹の光合
成における光班の利用度を評価するために個葉の光合成誘導反応を実験室で測定した結果，コナラ稚
樹の光合成誘導反応は強光を照射する前の弱光期問の長さに依存し，光条件の悪いミクロサイトで成
育した稚樹ほど高い光合成誘導効率をもつ傾向が認められた。
　以上の研究から著老は，ススキ草原に侵入したコナラ稚樹の生存・定着の可能性は草原群落内ミク
ロサイトにおげる光利用可能性の空間的・時問的不均一性に依存することを論じている。
審　　査　　の　　要　　旨
　最近，植物群落内の徴環境の不均一性と群落の維持・更新・遷移機構との関係は植物生態学分野で
世界的に注目されており，森林群落を対象とした研究が活発に行われている。しかし，草原群落を対
象としたこの種の研究は，これまで行われた例がない。著老はススキ群落を対象に草原群落内の光条
件を詳細に測定し，光分布の空間的・時間的不均一性を定量的に明らかにした。また，草原内で発芽
した木本稚樹の生存・成長と群落内ミクロサイトの光条件との関係を実験的に解析し，これらの稚樹
の定着しうる光条件を明らかにした。これらの研究成果は，草原から森林への植生遷移の生態学メカ
ニズムを理解する上で重要であり，植生動態に関する生態学的研究に大きな貢献をするものとして高
く評価される。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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